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　５月13日、町議会選挙後初めての臨時会（初議会）が開催され、新たな体制となりました。

新たな顔ぶれ（役職など）を紹介します。

新しい議会、はじまる。

副議長　村瀨敬太郎 議長　阿部寛治

町
　
長

副
町
長

総
務
課
長

住
民
課
長

福
祉
課
長

健
康
課
長

品
川
　
静

古
屋
宏
治

松
田
國
守

荒
牧
泰
範

阿
部
寛
治

村
瀨
敬
太
郎

今
長
谷
武
和

田
辺
弘
之

栗
須
信
治

藤
木
高
裕

横
山
和
輝

財
政
課
長

都
市
整
備

        

課
長

産
業
観
光

        

課
長

ま
ち
づ
く
り

        

課
長

会
計
課
長

税
務
課
長

上
下
水
道

        

課
長

こ
ど
も
育
成

        

課
長

教
育
長

社
会
教
育

        

課
長

学
校
教
育

        

課
長

議 長
阿部 寛治

演  台

質　問　席

議会
事務局長

議場座席図

収
納
課
長

❖ 

議
長
就
任
挨
拶 

❖

　
こ
の
た
び
、
令
和
元
年
の
節
目
の
時
に
、
篠
栗
町
議
会
議
長
に
推
挙
さ
れ
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
方
自
治
の
一
翼
を
担
う
議
会
の

代
表
と
し
て
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
「
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
」

を
見
据
え
、
活
力
あ
る
地
方
の
再
生
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
篠
栗
町

の
地
方
自
治
を
推
進
し
、
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
と

と
も
に
、
未
来
に
生
き
て
い
く
町
民
の
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
議
会
全

員
の
力
を
結
集
し
て
行
動
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

篠
栗
町
議
会
議
長
　
阿
部  

寛
治
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新 し い 会 顔 れ議 の ぶ

議会運営委員会…………………… 委員
総務建設常任委員会…………… 委員
須恵町外ニヶ町清掃施設組合…… 議長

荒牧  泰範
無所属７期

須恵町外ニヶ町清掃施設組合…… 議員
粕屋南部消防組合議会………… 議員
福岡県介護保険広域連合議会…… 議長

議長
阿部  寛治

無所属５期

総務建設常任委員会…………… 委員
議会広報広聴委員会…………… 委員
粕屋南部消防組合議会………… 議員
都市計画審議会………………… 委員

副議長
村瀨敬太郎

無所属３期

議会運営委員会………………… 委員長
総務建設常任委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員
観光審議会……………………… 委員

松田  國守
無所属５期

議会運営委員会…………………… 委員
文教厚生常任委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員

監査委員
今長谷武和

無所属３期

議会運営委員会…………………… 委員
文教厚生常任委員会………… 委員長
議会広報広聴委員会………… 委員長
北筑昇華苑組合議会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員
篠栗町総合戦略審議会………… 委員

栗須  信治
無所属２期

※大楠議員の辞職について

　５月22日、大楠英志議員から一身
上の都合により、町議会議員の辞職
願が提出され５月24日、議長により
許可されました。

総務建設常任委員会……… 副委員長
議会広報広聴委員会…………… 委員

横山  和輝
無所属１期

文教厚生常任委員会…………… 委員
議会広報広聴委員会……………… 委員
民生委員推薦会…………………… 委員

藤木　高裕
立憲民主党１期

議会運営委員会…………………… 委員
文教厚生常任委員会……… 副委員長
議会広報広聴委員会…………… 委員
民生委員推薦会………………… 委員長

田辺  弘之
公明党２期

議会運営委員会……………… 副委員長
総務建設常任委員会………… 委員長
須恵町外ニヶ町清掃施設組合…… 議員
篠栗町総合戦略審議会………… 委員
農業振興地域整備促進協議会…… 委員

古屋  宏治
無所属２期

総務建設常任委員会…………… 委員
議会広報広聴委員会……… 副委員長
観光審議会……………………… 委員

品川  静
無所属１期
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６月定例会

６月定例会

　
６
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
、
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
出
の
条
例
案

や
補
正
予
算
、
専
決
処
分
な
ど
計
14
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
発
議
案
２
件
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
の
本
会
議
に
て
、
町
長
提
出
の
13
議
案
と
発
議
案
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、

１
議
案
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

条
　
　
例

手
数
料
を
改
正

篠
栗
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
制
定（
議
案
第
40
号
）

　
受
益
者
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
公
共
施
設
の
運
営

改
善
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る
た
め
、
手
数
料
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

継
続
審
査

篠
栗
町
土
木
工
事
負
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　
　 

（
議
案
第
43
号
）

　
負
担
金
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、「
議
会
の
同
意
か
ら

議
会
へ
の
報
告
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
特
例
措
置
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
事
実
上
、
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
を
無
効
に
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
見
直
し

篠
栗
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

�

（
議
案
第
42
号
）

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、

①�
貸
付
利
息
「
年
３
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
、「
年
３
パ
ー
セ

ン
ト
以
内
で
規
則
に
定
め
る
率
」
に
改
め
る
も
の

②
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
に
月
賦
償
還
を
追
加

③
保
証
人
が
不
要
と
な
る

問
　�

貸
付
利
息
に
つ
い
て
３
％
以
内
と
あ
る
が
、
率
は
変

動
す
る
の
か
？

答
　
規
則
で
定
め
る
率
は
、
年
１
％
で
あ
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

発
　
　
議

二
つ
の
「
特
別
委
員
会
」
を
設
置

「
篠
栗
町
自
然
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

特
別
委
員
会
」
の
設
置
に
関
す
る
決
議

�

（
発
議
第
１
号
）

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
適
正
に
保
全
し
、
町
民
の
健

全
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
総
合
的
な
環
境
対
策
に
関
し

調
査
す
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進
な
ど
総

合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
し
て
調
査
す
る
た
め
。

　
委 

員 

長
　
　
古
屋
　
宏
治 

議
員

　
副
委
員
長
　
　
横
山
　
和
輝 

議
員

「
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
委

員
会
」
の
設
置
に
関
す
る
決
議
（
発
議
第
２
号
）

　
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
調
査
し
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
含
め
て
監
視
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
委 

員 

長
　
　
古
屋
　
宏
治 

議
員

　
副
委
員
長
　
　
栗
須
　
信
治 

議
員

　
設
置
期
間
は
い
ず
れ
も
令
和
元
年
６
月
14
日
か
ら
調

査
・
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
。



各会計補正予算（議案第48号～ 52号）

　会計別の補正予算額は下記のとおり。� （万円未満四捨五入）

令和元年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算　専決処分
　平成30年度の国民健康保険特別会計予算に歳入不足が生じたことに伴い、令和元年度会計から
１億2100万円を繰り上げ充用。

会　計 補正額 補正後予算額

一般会計 ８４０２万円 １０２億３９２４万円

国民健康保険特別会計 １５６万円 ３０億７１８０万円

後期高齢者医療特別会計 ４３７万円 ４億３２８８万円

下水道事業会計 収益的支出 △３０万円 ８億７３６７万円

水道事業会計 収益的支出 △１７９万円 ５億２３０９万円

（表１）歳入の主なもの

地方交付税（普通交付税） ３９１万円

国庫支出金（農業用施設災害復旧事業補助金・プレミアム付商品券事業補助金） ６６８３万円

諸収入（コミュニティ助成事業・総務課雑入（返還金）） ９２６８万円

町債（農業用施設復旧事業債・緊急自然災害防止対策事業債） ３１０万円

（表２）歳出の主なもの

民生費　児童福祉総務費（幼児教育の無償化対応システム変更） ５０８万円

衛生費　総合保健福祉センター運営費（オアシス篠栗電話交換設備更新工事） ５００万円

商工費　商工総務費・プレミアム付商品券費（プレミアム付商品券事業関連） ６５９３万円

教育費　社会教育総務費（コミュニティ助成事業補助金） △４６０万円

災害復旧費　農業用施設災害復旧費（広田井堰災害復旧工事） ６００万円

（表３）債務負担行為

粕屋南部消防組合分担金（平成30 年度同意債元利償還金） １０６４万円

（表４）地方債の追加

農業用施設復旧事業債 １６０万円

緊急自然災害防止対策事業債 １５０万円

補 

正 

予 

算
　一般会計の主な補正については別表１～４のとおり。

　特別会計については人事異動に伴う人件費の補正が生じたもの。
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各会計補正予算・委員会活動

委
員
会
活
動

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
６
月
４
日
（
火
）

　
令
和
元
年
度
篠
栗
小
中
学
校

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
説
明
会

　「
篠
栗
町
教
育
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
い

た
各
学
校
の
経
営
目
標
や
、
特
色
あ
る

教
育
活
動
な
ど
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

「グランドデザイン説明会」
各学校の特色ある教育活動について地域住民や

保護者に情報を発信する場となっている



　本案は篠栗北地区産業団地造成工事の契約額
を４憶5200万円強の増額を行うために提出され
た議案である。
　請負契約の工事積算額は当初概算工事費の約
６割に膨れていたが、さらに今回２割強増額とな
れば当初概算の約２倍近い工事積算額になる。
　また、変更内容の説明写真や資料が不足し納得
するには程遠い説明であった。
　ちなみに、今回の変更契約額を含め11億円の
赤字となる。これを税の増収で補填する場合、増
収の75％地方交付税がカットされ返済に30年以
上かかる。この開発が町の将来に大きな禍根を残
す恐れがある。このことを強く主張し反対討論と
する。

反対討論　　横山和輝 議員

　この変更契約は、篠栗北地区産業団地造成工
事の変更であり、開発事業の大部分を占めてい
る根幹に関わる工事である。
　主な変更点は、県土整備事務所との協議によ
り、降雨期（6月～9月）の鳴渕ダムへの搬入予
定の残土を、民間処分場へ搬入したことや、す
べり法面が確認されたことによるアンカー工
の施工、地盤改良、土質改良等が必要になった
ものである。
　契約額が4億5000万円余りの増額で、しば
らくは財政負担も生じるが、立地条件が非常に
良く、固定資産税等の税収が期待でき、将来の
収入でカバーできる許容範囲と考え賛成する。

賛成討論　　松田國守 議員
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契
　
約
　
先
　
　
株
式
会
社
洪
本
建
設

　
変
更
前
金
額
　
　
１
億
６
９
５
６
万
０
０
０
０
円

　
変
更
後
金
額
　
　
１
億
６
７
８
７
万
３
０
４
０
円

　
増
　
減
　
額
　
　
　
　
△
１
６
８
万
６
９
６
０
円

　
減
額
の
主
な
も
の
は
、
地
盤
改
良
に
お
け
る
固
化
材
の

添
加
量
な
ど
、
施
工
内
容
の
照
査
等
に
よ
る
も
の
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

［
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
１
号
調
整
池
築
造

工
事
］　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
議
案
第
46
号
）

契
　
　
約

　
契
　
約
　
先
　
　
若
築
建
設
株
式
会
社

　
変
更
前
金
額
　
　
20
億
５
８
３
１
万
５
３
０
０
円

　
変
更
後
金
額
　
　
25
億
１
０
９
９
万
８
９
２
０
円

　
増
　
減
　
額
　
　
４
億
５
２
６
８
万
３
６
２
０
円

　
増
額
の
主
な
も
の
は
、
残
土
処
分
費
、
切
土
法
面
の
ア

ン
カ
ー
工
設
置
、
伐
根
材
の
処
分
、
地
盤
改
良
な
ど
に
よ

る
も
の
。

工
事
金
額
の
変
更

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

［
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
造
成
工
事
］（
議
案
第
45
号
）

契約

造成工事

第1号調整池築造工事



　本案は津波黒地区法面補強工事の契約額８億
3500万円強を10億600万円強に増額変更する
ために提出された議案である。
　変更理由は工期を短縮するためアンカー工法
で法面補強を行っていたものを、途中から施工期
間が短くて済む別のアンカー工法に切り替える
ためとのことであった。しかし、工期の終了時期
に変更がないことから、工期短縮は単に請負業者
が工期内に工事を終了できないことから施工単
価がより高額な工法へ変更が行われた疑いが強
く、そのために１億7000万円強の増額を行うこ
となど到底許されないことを主張し反対討論と
する。

反対討論　　横山和輝 議員

　この変更契約は、津波黒地区の安全・安心を
確保することは当然のことで、新たに整備され
る篠栗北地区産業団地を通る町道の保全のた
めにも必要な事業であると認識する。
　想定があいまいと言わざるを得ない部分も
あるが、何よりもまず町の防災力を高め、強靭
化を図る必要があると思う。
　こうした点を考慮すると、本案は重要な位置
づけであり、事業も竣工に近づいていることか
ら、本議案に賛成の意を表明する。

賛成討論　　松田國守 議員

５
　
月
　
臨
　
時
　
会

　
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
移
動
系
）
更
新
業
務
に
よ

り
財
産
を
取
得
す
る
も
の
。

契
約
先
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
九
州
社

契
約
金
額
　
　
１
４
５
８
万
円

取
得
す
る
財
産

　
　
親
局
設
備
　
　
　
　
　
１
局

　
　
車
載
型
無
線
装
置
　
　
23
基

　
　
携
帯
型
無
線
装
置
　
　
20
基

　
５
月
の
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
１
件
、
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
１
件
を
審
査
し
、
本
会
議
に
て
、
全

て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
　
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
　
　
　 

（
議
案
第
37
号
）
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契約・５月臨時会

　
契
　
約
　
先
　
　
株
式
会
社
不
動
テ
ト
ラ
九
州
支
店

　
変
更
前
金
額
　
　
８
億
３
５
９
２
万
０
０
０
０
円

　
変
更
後
金
額
　
　
10
億
０
６
６
１
万
２
９
２
０
円

　
増
　
減
　
額
　
　
１
億
７
０
６
９
万
２
９
２
０
円

　
増
額
の
主
な
も
の
は
、
工
期
短
縮
の
た
め
の
工
法
変
更
、

ア
ン
カ
ー
工
の
濁
水
処
理
、
そ
の
他
に
よ
る
も
の
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

［
津
波
黒
地
区
法
面
補
強
工
事
］（
議
案
第
47
号
）

津波黒地区法面補強工事



議決結果一覧表

議案
番号 議　　　案　　　名 議決結果

５
　
月
　
臨
　
時
　
会

選挙案1 篠栗町議会議長の選挙 投票　阿 部 寛 治

選挙案2 篠栗町議会副議長の選挙 投票　村瀨敬太郎

篠栗町議会常任委員会委員の選任
選任内容については

P3のとおり篠栗町議会運営委員会委員の選任

篠栗町議会広報広聴委員会委員の選任

選挙案3 粕屋南部消防組合議会議員の選挙 指名推選　阿部寛治
　　　　　村瀨敬太郎

選挙案4 須恵町外二ヶ町清掃施設組合議会議員の選挙
指名推選　阿部寛治
　　　　　荒牧泰範
　　　　　古屋宏治

選挙案5 北筑昇華苑組合議会議員の選挙 指名推選　栗須信治

選挙案6 福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙 指名推選　阿部寛治

36 専決処分の承認（専決第１号）〔篠栗町税条例等の一部を改正す
る条例の制定〕 全員賛成承認

37 財産の取得 全員賛成可決

38 監査委員の選任 出席者全員賛成同意

６
　
月
　
定
　
例
　
会

39 専決処分の承認（専決第２号）〔令和元年度篠栗町国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）〕 全員賛成承認

40 篠栗町手数料徴収条例の制定 全員賛成可決

41 篠栗町行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例の制定 全員賛成可決

42 篠栗町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
の制定 全員賛成可決

43 篠栗町土木工事負担金徴収条例の一部を改正する条例の制定 継続審査

44 篠栗町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定 全員賛成可決

45 工事請負変更契約の締結［篠栗北地区産業団地造成工事］ 賛成多数可決
(反対：荒牧・横山・藤木）

46 工事請負変更契約の締結［篠栗北地区産業団地１号調整池築造工事］ 全員賛成可決

47 工事請負変更契約の締結［津波黒地区法面補強工事］ 賛成多数可決
(反対：荒牧・横山・藤木）

48 令和元年度篠栗町一般会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

49 令和元年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

50 令和元年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

51 令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

52 令和元年度篠栗町水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

発議
第１号

「篠栗町自然環境・新エネルギー対策特別委員会」の設置に関す
る決議 全員賛成可決

発議
第２号 「篠栗北地区産業団地整備事業特別委員会」の設置に関する決議 全員賛成可決

議決結果一覧表
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　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政

策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。

議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・

各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

８
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

１．　荒牧　泰範　議員………………………………………10

　　● �駅東自由通路事業費は適正か
　　● 篠栗北地区産業団地の見通しは

２．　田辺　弘之　議員………………………………………11

　　● �町はSDGsをどのように考え、取り組むのか

３．　品川　静　　議員………………………………………12

　　● �高齢者支援事業をベースとした世代間交流の可能性は
　　● �森林セラピー 10周年記念事業は課題に取り組む改革を

４．　横山　和輝　議員………………………………………13

　　● �隣接町は驚異的増加なのに、何故篠栗の人口だけ減り続け
るのか

５．　今長谷　武和　議員………………………………………14

　　● �買い物弱者対策は

６．　藤木　高裕　議員………………………………………15

　　● �私なら尾仲大柳地区にJR駅、その北側に産業団地を検討す
るが

７．　松田　國守　議員………………………………………16

　　● �篠栗北地区産業団地開発が、町にもたらす効果は

８．　古屋　宏治　議員………………………………………17

　　● �もっと町の魅力を町外へPRしては
　　● �教育長就任の決意は
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一般質問



問　
本
年
１
月
26
日
供
用
開
始
の
篠

栗
駅
東
側
自
由
通
路
は
、
令
和
元

年
度
周
辺
整
備
を
行
い
、
総
事
業
費

10
億
７
１
７
０
万
円
ほ
ど
で
事
業
完

了
の
予
定
で
あ
る
。

　
必
要
な
通
路
で
は
あ
る
が
、
交
付

金
を
除
く
基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般

財
源
な
ど
が
６
億
９
４
６
０
万
円

ほ
ど
支
出
さ
れ
て
お
り
、
横
断
距
離

66
・
５
ｍ
で
割
る
と
１
ｍ
あ
た
り

１
０
４
５
万
円
と
い
う
非
常
に
高
価

な
歩
道
と
な
り
、
費
用
対
効
果
は
非

常
に
低
い
と
思
わ
れ
る
。

　
乗
降
客
の
利
便
性
を
上
げ
て
い
る

の
で
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
用
地
購
入
費

５
２
８
８
万
円
も
、
寄
付
し
て
い
た

だ
く
等
の
交
渉
が
で
き
な
か
っ
た
か

も
尋
ね
る
。

答
【
町
長
】

　「
さ
さ
ぶ
り
っ
じ
」
は
、
駅
周
辺
に

お
け
る
南
北
往
来
の
利
便
性
向
上
と

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
３
基
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢
者
が
自

由
に
往
来
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
で
建
設
を
行
っ
た
。

　
本
町
の
玄
関
口
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
今
後
、
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
る
。
最
近
は
車
い
す

利
用
者
も
見
か
け
利
便
性
向
上
に
繋

が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　
費
用
対
効
果
は
、
周
辺
整
備
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
判
断
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
る
。

荒牧 泰範

問　
造
成
中
の
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地

は
、
当
初
計
画
の
甘
さ
か
ら
、
随
分

と
当
初
の
予
算
を
超
え
て
い
る
。
最

終
的
な
収
支
予
定
を
２
０
１
号
線
沿

い
の
土
留
め
工
事
も
加
え
て
の
見
通

し
を
尋
ね
る
。

　
開
発
行
為
で
赤
字
が
出
る
な
ど
民

間
企
業
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
だ

が
、
相
当
額
の
負
債
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
償
還
計
画
と
財
源
を
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
加
え
て
、
進
出
企
業
で
６
区
画
全

て
埋
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
と
、
竣
工

後
、
地
す
べ
り
等
が
発
生
し
た
時
の

責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
尋
ね

る
。

答
【
町
長
】

　
工
事
請
負
が
41
億
９
７
０
０
万
円

で
、
主
な
財
源
は
進
出
企
業
へ
の
売

却
収
入
が
32
億
４
８
０
０
万
円
、
不

足
分
は
起
債
で
対
応
す
る
。
償
還
計

画
の
財
源
は
、
企
業
の
固
定
資
産

税
や
法
人
税
収
入
等
で
考
え
て
い

る
。
津
波
黒
地
区
法
面
補
強
工
事
は

10
億
９
０
０
０
万
円
と
な
り
、
自
然

災
害
防
止
事
業
債
で
交
付
税
措
置

28
・
５
〜
57
％
で
対
応
す
る
。

　
区
画
が
埋
ま
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、
今
、
こ
の
場
で
申
し
上
げ
る
も

の
で
な
く
、
不
備
が
発
生
し
た
場
合

は
造
成
業
者
が
自
社
分
に
つ
い
て
整

備
す
る
。

篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
の
見
通
し
は

町
長
「
開
発
工
事
42
億
円
弱
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
面
工
事
11
億
円
弱
」

駅東自由通路事業費は適正か

町長「整備終了後に判断を」

ささぶりっじ
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一般質問



田辺 弘之

町はSDGs（エスディージーズ）を
どのように考え、取り組むのか

まちづくり課長「�総合計画などで検証、
分析して着手していく」

問　「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自

治
体
や
民
間
企
業
で
政
策
や
事
業
に

取
り
入
れ
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
総
合
計
画
な
ど
で
17
の
目
標
が
本

町
の
方
向
性
と
ど
れ
だ
け
合
致
す
る

の
か
を
検
証
、
分
析
し
て
着
手
し
て

い
き
た
い
。

問　
多
数
の
部
署
が
連
携
で
き
る
推
進

本
部
的
な
中
心
部
署
を
設
け
て
は
。

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
の
育
成

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
啓
発
の
取
り

組
み
は
。

答
【
教
育
長
】

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
材
の
制
作
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
特
徴
や
理
念
に
つ
い

て
全
教
職
員
が
研
修
し
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
で
指
導
す
る
よ
う
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
。

問　
教
育
分
野
と
関
係
が
深
い
目
標

４
、５
の
施
策
は
。

答
【
教
育
長
】

　
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」
は
、「
学
校
教
育
プ
ラ
ン
」「
社

会
教
育
プ
ラ
ン
」「
こ
ど
も
い
き
い

き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
教
育
施
策

の
質
を
高
め
て
い
く
。

　
目
標
５
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う
」
は
、
道
徳
や
人
権
教
育

で
進
め
て
き
た
が
、
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
第
７
次
総
合
計
画
は
２
０
２
７
年

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
、
貧
困
や
格
差
、
気
候

変
動
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、
国

連
加
盟
国
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
達

成
を
目
指
す
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（S

usta
in

a
b

le
 D

e
ve

lo
p

m
e
n
t 

G
o

a
ls

）
の
こ
と
。
17
の
目
標
と
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
２
３
２
の
指

標
で
構
成
さ
れ
る
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
総
合
戦
略
推
進
本
部
で
「
第
２
次

篠
栗
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
策
定
に
入
っ
て
お

り
、
課
や
局
を
横
断
す
る
こ
の
組
織

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
く
。

問　
理
解
の
裾
野
を
広
げ
る
に
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
広
報
さ
さ
ぐ
り
の
特
集
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　
次
期
総
合
計
画
に
ど
の
よ
う
に
盛

り
込
ん
で
い
く
の
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
第
６
次
総
合
計
画
を
着
実
に
進

め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
版
第
７
次
総
合
計
画

策
定
を
見
据
え
て
い
く
。
二
次
創
生

総
合
戦
略
に
「
地
方
創
生
に
向
け
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
趣

旨
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

問　
新
学
習
指
導
要
領
の
前
文
に
「
持

ま
で
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
し
た

２
０
３
０
年
を
ゴ
ー
ル
に
し
て
い
け

る
の
か
。

答
【
町
長
】

　
総
合
計
画
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
け
の
た

め
に
や
る
わ
け
で
は
な
く
５
年
計
画

で
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
お

り
、
次
の
計
画
の
中
で
形
に
し
て
い

く
。

　
ま
ず
は
、「
第
２
次
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」

の
項
目
の
中

に
織
り
込
み

な
が
ら
、
実

効
性
の
あ
る

も
の
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
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高齢者支援事業をベースとし
た世代間交流の可能性は 

教育長「�地域貢献活動の場として検討が
可能」

問　「
お
ひ
さ
ま
活
動
」
は
在
宅
高
齢
者

の
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
第
6
次
篠

栗
町
総
合
計
画
で
行
政
区
単
位
の
拡

充
を
挙
げ
て
い
る
。
津
波
黒
区
の
活

動
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
で
あ

る
と
実
感
し
た
。

　
現
在
、
対
象
世
代
が
限
定
さ
れ
て

い
る
が
、「
お
ひ
さ
ま
活
動
」
を
ベ
ー

ス
と
し
た
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
世

代
間
交
流
の
可
能
性
と
現
在
の
活
動

例
が
あ
る
か
を
伺
う
。

答
【
福
祉
課
長
】

　「
お
ひ
さ
ま
活
動
」
は
介
護
予
防
事

業
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
介
護
保
険

で
賄
わ
れ
る
た
め
対
象
高
齢
者
と
す

る
要
件
を
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
他
に
世
代
間
交
流
を
行
う
場
や

人
々
は
多
く
あ
る
の
で
、
活
動
支
援

を
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
手
伝
い
や
職
業
体
験
の
場
と
な
る

よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
【
教
育
長
】

　
時
期
や
安
全
対
策
な
ど
の
整
備
が

前
提
だ
が
、
地
域
貢
献
活
動
の
場
と
し

て
の
検
討
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

要
望

　「
お
ひ
さ
ま
活
動
」
や
「
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
携
わ
る
方
々
が
互

い
に
協
力
し
あ
え
る
環
境
は
そ
の
活

動
を
活
性
化
し
て
い
く
原
動
力
に
な

り
得
る
と
考
え
る
。
今
後
の
さ
ら
な

る
行
政
の
支
援
を
願
う
。

品川 静

問　
森
が
木
材
の
価
値
で
し
か
評
価
さ

れ
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
森
の
恵
み

や
そ
の
力
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
、

存
在
価
値
が
注
目
さ
れ
る
時
代
に

な
っ
た
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
篠
栗

10
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
課
題
で
あ

る
町
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
る
持
続
す
る
改
革
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
課
題
に
取
り
組
む
10
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
健
康
事
業
と
し
て
の
町
民
の
理
解

が
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

メ
ニ
ュ
ー
作
り
、広
報
宣
伝
や
受
付
・

事
業
体
制
の
整
備
な
ど
の
検
討
の
必

要
が
あ
る
。

問　
現
在
、
一
部
の
学
校
で
大
人
数
で

の
体
験
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
教
育

現
場
で
の
本
来
の
効
果
を
得
る
た
め

の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
活
用
の
可
能
性
を

伺
う
。

答
【
教
育
長
】

　
学
校
生
活
の
中
で
緊
張
し
や
す
い

傾
向
な
ど
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果

を
定
期
的
に
得
る
機
会
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
へ
の
提
供
や
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
地
域
学
習
と
し
て
も

非
常
に
有
効
だ
と
考
え
る
。

要
望

　
森
を
い
か
に
良
い
環
境
で
子
ど
も

た
ち
に
残
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題

に
も
繋
が
る
た
め
、
さ
ら
な
る
森
林

セ
ラ
ピ
ー
の
活
用
の
検
討
を
願
う
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
10
周
年
記
念
事
業
は
課
題
に

取
り
組
む
改
革
を

産
業
観
光
課
長
「�

健
康
事
業
と
し
て
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
整
備
が
必
要
で
あ
る
」

このマークが目印
「おひさま活動」
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横山 和輝

隣接町は驚異的増加なのに、何故
篠栗の人口だけ減り続けるのか

町長「�２、３年後に人口増加のピークが
来るよう取り組みをしている」

問　
平
成
25
年
末
に
、
あ
る
テ
レ
ビ
局

が
企
画
し
た「
住
み
た
い
街
総
選
挙
」

で
わ
が
町
が
県
内
で
１
位
と
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
総
選
挙

手
法
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
や
、
そ
の

後
も
人
口
減
少
が
続
く
こ
と
か
ら
実

際
は
定
住
希
望
者
が
少
な
い
の
で
は

と
心
配
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
乙
犬
で
67
戸
の
分
譲
住

宅
の
販
売
が
開
始
さ
れ
、
販
売
価
格

が
５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
売
れ
行
き
が
順
調
で
あ
る

と
聞
き
、
篠
栗
町
へ
の
定
住
希
望
が

多
い
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
定
住
希
望
が
多
い
の
に
人
口
が
減

少
す
る
の
は
戸
建
て
を
求
め
て
も
そ

の
用
地
が
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
は

問　

こ
の
５
年
間
で
粕
屋
町
は

２
９
１
３
名
、
須
恵
町
１
４
６
４
名
、

久
山
町
６
３
２
名
増
加
し
て
い
る
の

に
篠
栗
町
だ
け
が
１
６
４
名
減
少
し
、

ま
る
で
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
の
部
分
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

答
【
町
長
】

　
自
治
体
は
不
動
産
業
者
で
は
な
い

の
で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
お
い
て
取
り
組
み
町
の
人

口
増
の
き
っ
か
け
と
な
る
政
策
を
し

て
い
る
。

　
今
後
ま
た
も
う
ひ
と
伸
び
、
確
実

に
伸
び
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
確
実
に
伸
び
る
と
言
う
根
拠
は
。

答
【
町
長
】

　
確
実
に
減
少
す
る
と
い
う
根
拠
が

な
い
の
と
一
緒
で
私
ど
も
の
町
に
残

さ
れ
た
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
そ

の
よ
う
に
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い

る
。

な
い
の
か
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
即
効
性
の
あ
る

対
策
は
都
市
計
画
、
と
り
わ
け
第
１

種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
の
数
値
を
増
や
す
こ
と

だ
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
昨
年
６

月
議
会
で
理
解
を
示
さ
れ
た
と
考

え
、
改
め
て
そ
の
意
思
が
あ
る
か
ど

う
か
尋
ね
る
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
現
在
、
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地

域
の
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
を
超
え
る

物
件
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
変
更
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

問　
昨
年
６
月
議
会
で
理
解
を
示
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

答
【
町
長
】

　
一
般
質
問
で
提
案
を
頂
き
理
解
を

示
し
た
。
そ
の
後
深
く
協
議
を
進
め

て
い
な
い
。
現
状
は
現
ル
ー
ル
の
と

お
り
。

問　
町
が
積
極
的
に
何
か
を
行
う
こ
と

で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で

に
ど
れ
位
増
や
す
の
か
。

答
【
町
長
】

　
２
、３
年
後
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と

思
う
。
そ
の
た
め
し
っ
か
り
と
そ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

篠栗町 総人口 前年比 粕屋町 総人口 前年比
H27年３月 31,533 －4 H27年１月 45,121 409
H28年３月 31,659 126 H28年１月 45,741 620
H29年３月 31,551 －108 H29年１月 46,509 768
H30年３月 31,506 －45 H30年１月 47,188 679
H31年３月 31,373 －133 H31年１月 47,625 437

久山町 総人口 前年比 須恵町 総人口 前年比
H27年１月 8,344 －11 H27年５月 27,539 325
H28年１月 8,370 26 H28年５月 27,727 188
H29年１月 8,597 227 H29年５月 27,825 98
H30年１月 8,771 174 H30年５月 28,340 515
H31年１月 8,987 216 令和元年５月 28,678 338
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買い物弱者対策は
町長「�立地適正化計画の検討を
　　　指示している」

問　
近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
篠

栗
町
も
高
齢
化
率
24
％
で
高
齢
者
世

帯
数
、
高
齢
者
の
独
居
世
帯
も
増
加

し
て
い
る
。

　
町
内
の
商
店
も
廃
業
が
進
み
、
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
立
ち
寄
れ
る

お
店
が
減
少
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
よ
る
車
事
故
も
多
発

し
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
町
で
の
生
活

が
難
し
く
、
ま
さ
に
買
い
物
弱
者
に

な
ら
れ
て
い
る
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
や
す
く
、
安
心

し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
町
に
す
る

た
め
に
は
、
買
い
物
弱
者
対
策
を
早

急
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
【
町
長
】

　
国
が
求
め
る
※

立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
す
る
よ
う
に
県
か
ら
も
言
わ

れ
て
お
り
、
担
当
課
へ
検
討
す
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。

問　
改
訂
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
に
店
舗
の

誘
致
は
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
店
舗
等
を
建
築
す
る
民
間
主
導
計

画
の
場
合
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
や
県
の
計
画
に
沿
う
も
の
で
あ

れ
ば
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
検

討
を
進
め
る
。

問①
町
内
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
数

②
独
居
世
帯
数

答
【
福
祉
課
長
】

　
令
和
元
年
６
月
１
日
現
在

①
２
２
０
０
世
帯

②
１
８
０
５
世
帯

　
買
い
物
弱
者
対
策
は
、
先
進
事
例

の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
可
能
な
限

り
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

今長谷 武和

問　
福
祉
バ
ス
の
ル
ー
ト
増
・
増
便
の

検
討
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
現
在
オ
ア
シ
ス
巡
回
バ
ス
は
、
４

コ
ー
ス
２
台
で
９
時
か
ら
18
時
過
ぎ

ま
で
無
料
運
行
し
、
町
民
の
方
へ
喜

ん
で
頂
い
て
い
る
が
、
定
期
便
と
し

て
時
間
を
配
分
運
行
し
て
い
る
関
係

上
、
要
望
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

　
運
行
ル
ー
ト
増
の
解
決
策
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
運
輸
局
へ
年
間
交
通
計

画
を
得
て
、
運
行
し
て
い
る
関
係
上
、

変
更
は
す
ぐ
に
は
困
難
で
今
後
の
検

討
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
増
便
に
つ
い
て
は
、
１
台
増
あ
た

り
、
年
間
一
千
万
円
強
の
費
用
が
発

生
す
る
た
め
、
財
政
面
で
困
難
な
状

況
で
あ
る
が
、
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を

行
い
、
今
後
、
町
内
の
各
地
域
・
行

政
等
で
の
意
見
を
集
約
し
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

要
望

　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、
年
中

運
行
し
、
便
利
な
巡
回
バ
ス
と
な
る

よ
う
要
望
す
る
。

※
立
地
適
正
化
計
画

　
居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
・

公
共
交
通
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能

の
誘
導
に
よ
り
、
都
市
全
域
を
見
渡
し

た
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
高
度
化

版
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藤木 高裕

私なら尾仲大柳地区にJR駅、その
北側に産業団地を検討するが

まちづくり課長「�他の地区では検討して
いない」

問　
北
地
区
産
業
団
地
が
企
業
誘
致
目

的
の
開
発
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
そ
し
て
、
自
治
体
は
自
己
財
源

確
保
の
た
め
企
業
誘
致
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
無
謀
な
企
業
誘

致
は
財
政
圧
迫
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。

　
本
地
区
の
よ
う
な
大
型
企
業
誘
致

の
た
め
の
開
発
は
、
過
去
の
経
験
の

有
無
が
事
業
の
成
否
の
大
き
な
要
因

に
な
る
と
考
え
る
。

　
三
浦
町
政
に
な
っ
て
企
業
誘
致
の

実
績
が
あ
る
か
を
尋
ね
る
。

に
確
保
で
き
る
こ
と
、
国
道
２
０
１

号
と
県
道
５
４
７
号
と
接
続
し
高
速

道
路
と
の
接
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

問　
今
ま
で
の
町
長
発
言
を
確
認
す
る

と
、
開
発
エ
リ
ア
内
の
費
用
が
事
業

費
で
、
そ
の
他
の
地
滑
り
対
策
費
、

上
下
水
道
工
事
費
等
は
事
業
費
に
含

ま
な
い
考
え
の
よ
う
だ
が
、
事
業
に

よ
り
発
生
す
る
費
用
は
全
て
事
業
者

が
負
担
す
る
の
が
一
般
。
見
解
を
求

め
る
。

答
【
町
長
】

　
開
発
事
業
体
と
し
て
の
町
、
そ
し

て
、
公
共
事
業
を
行
う
事
業
体
と
し

て
の
町
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
事
業
用
地
売
却
に
あ
た
り
、
公
正

な
価
格
を
買
主
に
示
す
た
め
不
動
産

鑑
定
を
行
っ
て
い
る
。
不
動
産
鑑
定

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
算
出
方
法
に

よ
り
求
め
た
造
成
費
な
ど
を
加
味

し
、
売
買
価
格
と
す
る
不
動
産
鑑
定

が
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
売
買
価

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
今
回
の
よ
う
に
町
が
事
業
主
体
と

な
る
開
発
は
、
篠
栗
町
政
始
ま
っ
て

以
来
の
大
事
業
と
な
る
。
な
お
、
企

業
誘
致
開
発
の
成
否
に
過
去
の
経
験

が
大
き
な
要
因
に
な
る
と
の
認
識
は

持
っ
て
い
な
い
。

問　
企
業
誘
致
目
的
で
開
発
を
行
う
場

合
、
開
発
地
区
の
選
定
は
入
念
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
な
ら
尾

仲
の
大
柳
地
区
に
Ｊ
Ｒ
駅
を
新
設

し
、
そ
の
北
側
の
農
地
に
誘
致
す
る

ケ
ー
ス
を
考
え
る
。
他
の
適
地
を
検

討
し
採
算
性
等
を
導
き
出
し
、
地
区

を
特
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。そ
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

そ
し
て
、
本
地
区
に
決
定
し
た
根
拠

を
尋
ね
る
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
当
該
開
発
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
定
に
お

い
て
、
本
町
が
求
め
る
将
来
の
展
望

と
合
致
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
提
案
を

進
め
て
い
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
地
権
者
が
一

つ
で
あ
る
こ
と
、
開
発
面
積
が
広
大

格
と
な
り
、
全
て
事
業
費
が
進
出
企

業
の
負
担
に
な
る
と
の
認
識
は
持
っ

て
い
な
い
。
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篠栗北地区産業団地開発が、
町にもたらす効果は

まちづくり課長「�さまざまな取り組みの展開で
経済波及効果が期待される」

問　
平
成
30
年
２
月
６
日
、
篠
栗
町
篠

栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
の
開

発
計
画
の
説
明
を
受
け
た
。そ
の
後
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
30
年

５
月
24
日
の
第
１
回
特
別
委
員
会
で

の
現
地
調
査
資
料
に
基
づ
い
た
説
明

以
来
、
平
成
31
年
３
月
14
日
、
第
８

回
目
の
特
別
委
員
会
に
至
っ
た
。
そ

の
間
、
町
当
局
及
び
担
当
課
の
労
苦

に
素
直
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

う
。
現
在
、
６
社
の
企
業
進
出
が
予

定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
３
社
が

決
定
し
、
３
社
が
交
渉
中
だ
と
聞
い

て
い
る
。

　
今
後
は
、
行
政
と
住
民
だ
け
で
は

な
く
、
企
業
も
一
体
と
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
。
町
は
企
業
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
あ
る

か
。

答
【
町
長
】

　
整
備
事
業
の
中
心
と
な
る
造
成
工

事
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
８
回
の
特
別
委
員

会
で
説
明
を
し
て
き
た
が
、
説
明
自

体
も
整
理
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
摘
を
受
け
た

こ
と
は
、
大
い
に
反
省
す
べ
き
点
で

あ
る
と
思
う
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
具
体
的
に
説
明
を
し
て
、
ご

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
構

図
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
企
業

が
持
つ
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
多

様
な
人
材
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
活
用
が
想
定
で
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
地
域
と
行
政
、
そ
し
て
民
間
企

業
が
一
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

松田 國守

問　
北
地
区
産
業
団
地
の
開
発
に
お
い

て
支
出
が
嵩
ん
で
い
る
が
、
今
後
、

当
該
団
地
開
発
が
、
町
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
進
出
企
業
側
も
全
国
の
体
験
型
工

場
の
視
察
を
精
力
的
に
展
開
す
る
な

ど
、
体
験
型
の
工
場
見
学
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
実
現
す
る
と
町
に
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
、
国
内

外
か
ら
の
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る

こ
と
に
な
り
、
経
済
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

　
今
回
の
産
業
団
地
開
発
の
取
り
組

み
は
、
篠
栗
町
が
、
今
後
持
続
可
能

な
自
治
体
と
な
る
た
め
の
大
事
な
足

が
か
り
と
な
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
の
開
発
整
備

事
業
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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古屋 宏治

もっと町の魅力を町外へPRしては
産業観光課長「�人を呼び込むためには
　　　　　　　情報発信が必要」

問　
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
で
、
観
光
誘
致

や
居
住
者
獲
得
の
動
き
が
加
速
し
て
き

て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
て
き

て
い
る
が
、
わ
が
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ

い
て
問
う
。

　
近
年
の
観
光
客
の
推
移
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
Ｈ
25
年
　
　
　
１
７
３
万
人

　
Ｈ
26
年
　
　
　
１
７
６
万
人

　
Ｈ
27
年
　
　
　
１
８
７
万
人

　
Ｈ
28
年
　
　
　
１
８
９
万
人

　
Ｈ
29
年
　
　
　
１
９
９
万
人

問　
凄
い
数
の
観
光
客
だ
が
、
霊
場
巡

り
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
。

問　
新
し
い
Ｐ
Ｒ
施
策
は
あ
る
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
観
光
大
使
も
４
人
に
増
員
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
積
極
的
に
活
動
し

て
お
り
、
新
し
い
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

そ
こ
か
ら
、
町
内
の
観
光
各
所
へ
の

誘
い
込
み
策
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
75
％
が
霊
場
関
係
で
あ
り
、
以
前

か
ら
議
論
し
て
い
る
が
ま
だ
解
決
策

が
な
い
。

問　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
篠
栗
の
町
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
以
来
の
体
験
者

数
と
感
想
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
出
展
や
口
コ
ミ
。

　
体
験
者
数
は
約
９
０
０
０
人
で
、
体

験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
満
足
と
の
感
想
。

問　
町
内
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
76
％
の

方
が
認
知
し
て
あ
っ
た
が
、
体
験
者

は
14
％
し
か
い
な
い
。
体
験
イ
ベ
ン

ト
等
は
検
討
し
て
あ
る
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
。

問　
教
育
委
員
会
制
度
改
革
が
行
わ

れ
、
教
育
委
員
会
の
代
表
と
し
大
変

重
要
な
役
職
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
目
指
す
所
信
及
び
具
体

的
な
施
政
方
針
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

答
【
教
育
長
】

　
篠
栗
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
、

町
で
暮
ら
す
人
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
暮
ら
し
た
い
と
感
じ
、
町
に
住
む

全
て
の
年
齢
層
の
人
に
、
自
己
実
現

や
生
き
が
い
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　
子
育
て
世
代
に
は
、
充
実
し
た
子

育
て
支
援
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

教
育
長
就
任
の
決
意
は

教
育
長
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
い
」

問　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
を
作
成
し
て
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
観
光
協
会
等
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

学
校
教
育
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
「
高
い

志
を
持
ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

篠
栗
っ
子
」
を
目
指
す
子
ど
も
像
と

し
て
掲
げ
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
、

幼
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
び
を
通
し
、
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

　
教
育
長
と
し
て
、
※

３
課
の
連
携

強
化
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
き
た
い
。

※
３
課

　
こ
ど
も
育
成
課

　
学
校
教
育
課

  

社
会
教
育
課
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９
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９
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開
会
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一
般
質
問

の
予
定
で
す

 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
篠
栗
は
、
大

変
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
。
森
へ
入

る
と
、
静
寂
な
中
で
”
生
命
の
営
み

の
音“
が
聴
こ
え
て
く
る
。
鳥
の
さ

え
ず
り
、
風
の
音
、
虫
の
声
、
木
々

の
ざ
わ
め
き
、
そ
の
豊
か
さ
は
計
り

知
れ
な
い
。

　
春
に
な
れ
ば
花
が
咲
き
、
夏
に
な

れ
ば
葉
が
生
い
茂
り
、
秋
に
は
色
づ

き
、
冬
に
は
枯
れ
て
い
く
…
。

　
森
の
中
で
は
生
き
物
の
命
が
す
べ

て
循
環
し
朽
ち
果
て
て
も
な
お
新
し

い
命
を
繋
い
で
い
る
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
と
て
も
特

別
な
こ
と
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る

�

品
川
　
静ち
か

　今回で２００号を迎える議会だよりが、新しい広報広聴委員会のメンバー
でつくる初めての議会だよりとなりました。
　これから４年間、より親しみやすく、わかりやすい広報づくりを目指して
いきます。
　よろしくお願いします。

私たちが、
議会の“今”を伝えます。


